
群馬工業高等専門学校　2009 年度シラバス　8703720005KS/20090503

( 科目コード：8703720005KS)

【改訂】第 1 版（2009-03-24）
【科目】分子生物学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・5 年次
【担当教員】

大和田 恭子

【授業目標・教育方針】
・遺伝情報の発現についての基礎知識の定着。
・細胞間の情報伝達の仕組みを理解する。
・免疫による生体防御の仕組みを理解する。
・化学物質による個体間の情報伝達の仕組みを理解する。
・分子生物学関連の教科書程度の英文に慣れる。

【授業概要】
　遺伝子の本体、機能、発現、複製を中心とする分子生物学の基本について、その発見の歴史や発想や遺伝子工学の
技術などを含めて述べる。　

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：基礎分子生物学　第２版：田村隆明 &#8226; 村松正實：東京化学同人：4-8079-0553-8
参考書：ヴォート生化学（上・下）第３版：ヴォート：東京化学同人：4-8079-0607-0
教材：プリント

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義

【メッセージ】
・授業を休まないこと
・ノートをしっかりとること
・疑問点はその場で質問すること

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：分子生物学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 分子生物学の歴史 分子生物学の誕生まで
第 2 回 遺伝の基本 核酸、タンパク質
第 3 回 情報高分子（１）DNA DNA の構造と性質
第 4 回 情報高分子（２）RNA RNA の構造、機能、リボザイム
第 5 回 RNA の合成：転写 遺伝子発減と転写、オペロン
第 6 回 タンパク質の合成：翻訳 コドン、リボソームの構造、プロセッシング
第 7 回 DNA 複製 反保存的複製、複製単位、校正機能
第 8 回 遺伝子の変異と修復 突然変異と修復機構
第 9 回 組換え機構 遺伝子の組換えと組換え機構、非相同組換え
第 10 回 細菌の分子遺伝学 プラスミド、バクテリオファージ
第 11 回 遺伝子工学（１） 組換え DNA 技術
第 12 回 遺伝子工学（２） クローニング技術 レポート
第 13 回 細胞周期と制御 胞周期、アポトーシス
第 14 回 免疫（１） 抗体と補体
第 15 回 免疫（２） 免疫応答の多様性と遺伝子再配列
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